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（一般質問） 

特集　災害ボラ活動拠点を訪問 2

12

13

（一般質問） 簡易消火栓の移設は町でできないか 10

4年生以上も対象にして 
新新新 議員に抱負を聞く

放課後児童クラブ 



6月定例会は、2日から１６日までの１５日間の会期で開
かれました。税条例の改正、一般会計補正予算など9議
案が提出され、いずれの議案も全員賛成で可決しました。 
一般質問は7人の議員がしました。 

災
害
派
遣

災
害
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

岩手県遠野市 

活
動
拠
点

活
動
拠
点
を
激
励
激
励 
災
害
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

議
長
議
長
・
副
議
長

副
議
長 

議
長
・
副
議
長 

活
動
拠
点
を
激
励 

大口絆つなぐネットのみなさん 

今
回
私
た
ち
が
訪
問
し
た

目
的
は
、
支
援
活
動
拠
点
の

確
認
及
び
支
援
活
動
の
状
況

把
握
、
被
災
地
の
状
況
視
察
、

さ
ら
に
は
そ
の
支
援
で
頑
張

る
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
へ
の
激
励
、
そ
し
て
、
寝

食
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

遠
野
市
の
方
々
へ
の
お
礼
で

し
た
。
 

現
地
で
は
レ
ン
タ
カ
ー
を

利
用
し
、
陸
前
高
田
市
、
釜

石
市
、
大
槌
町
の
被
災
状
況
、

復
旧
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
映
像
は
何
度
も
テ

レ
ビ
等
で
目
に
し
て
い
ま
し

た
が
、
実
際
に
瓦
礫
の
山
を

目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
津

波
の
脅
威
、
何
も
抗
う
こ
と

の
で
き
な
い
人
間
の
無
力
感

を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
 

そ
ん
な
中
で
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
一
心
に

作
業
を
し
て
お
ら
れ
、
頭
が

下
が
る
思
い
が
し
ま
し
た
し
、

東
北
を
支
え
よ
う
と
す
る
そ

の
姿
に
、
明
日
へ
の
復
興
の

光
が
見
え
た
こ
と
も
事
実
で

あ
り
ま
す
。
 

社
会
福
祉
協
議
会
や
町
の

職
員
が
、
こ
の
6
月
1
日
か

ら
始
ま
っ
た
支
援
活
動
を
通

し
て
体
験
し
た
こ
と
を
、
今

後
の
大
口
町
の
防
災
計
画
や
、

有
事
の
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
制
に
生
か
し
て
こ
そ
意
味

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
こ

と
が
、
こ
の
た
び
の
大
震
災

を
教
訓
と
受
け
と
め
て
、
こ

の
よ
う
な
災
害
に
遭
っ
て
も

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

対
処
を
学
び
取
る
こ
と
が
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
の
供
養

に
も
つ
な
が
る
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
 

最
後
に
あ
た
り
、
本
当
に

大
変
な
状
況
の
中
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ
た
皆
様

に
は
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
、
視
察
の
報
告
と
い
た
し

ま
す
。
 （

議
長
　
倉
知
敏
美
） 

正
副
議
長
は
6
月
１８
日（
土
）・
１９
日（
日
）
の
両
日
、
町

長
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
ら
と
と
も
に
、
岩
手
県
遠
野
市

で
行
わ
れ
て
い
る
大
口
町
災
害
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
拠
点
「
大
口
絆
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

つ
ち
 

お
お
 

あ
ら
が
 

れ
き
 

が
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9
8
2
万
円
を
増
額
 

２３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

地震体験車「なまず号」で震度6弱を体験。先生に言われたとおり、
机の下に隠れて頭をおおう園児たち＝5月10日、中保育園 

■
予
算
の
組
み
替
え
が
中
心
 

一
般
会
計
9
8
2
万
円
の

増
額
と
特
別
会
計
4
1
7
万

円
の
減
額
補
正
予
算
は
、
4

月
の
人
事
異
動
に
よ
る
予
算

の
組
み
替
え
と
、
共
済
組
合

へ
の
負
担
金
率
の
減
少
に
よ

る
職
員
給
与
費
の
増
減
が
、

そ
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
の
補
正
予
算

の
内
容
は
「
質
疑
あ
れ
こ
れ
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
す
。

＝
関
連
　
　
面
 

 ■
基
金
条
例
の
廃
止
 

条
例
関
係
は
、
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
継
承
事
業
基
金
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
廃
止
と
、
税
条
例
の
一
部

改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
 

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
基
金
は
、

愛
知
万
博
の
運
営
収
支
余
剰

金
を
平
成
１９
年
度
か
ら
5
年

間
で
、
市
町
村
が
行
う
国
際

交
流
事
業
の
経
費
と
し
て
交

付
さ
れ
た
も
の
が
原
資
で
す
。
 

こ
の
基
金
の
残
高
が
平
成

２２
年
度
の
事
業
で
な
く
な
っ

た
の
で
、
こ
の
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。
 

 ■
震
災
被
災
者
を
救
済
 

税
条
例
の
改
正
は
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
人
を

税
金
面
で
救
済
す
る
た
め
の

改
正
で
、
改
正
は
次
の
2
点

で
す
。
 

▽
住
宅
や
家
財
等
の
損
失

を
平
成
２２
年
の
総
所
得
金
額

か
ら
雑
損
控
除
で
き
る
（
通

常
は
災
害
と
同
じ
年
な
の
で

平
成
２３
年
）
。
 

▽
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
を
受
け
て
い
た
住
宅

に
住
め
な
く
な
っ
た
場
合
も
、

残
り
の
控
除
対
象
期
間
を
税

額
控
除
で
き
る
。
 

こ
の
改
正
は
、
既
に
確
定

申
告
を
終
え
て
し
ま
っ
た
方

も
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

■
5
月
の
臨
時
会
か
ら
 

5
月
１１
日
の
臨
時
議
会
で
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支

援
事
業
と
し
て
1
0
5
万
円

を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。
 

こ
の
予
算
は
、
大
口
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
岩
手
県
遠

野
市
で
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
拠
点
を
支
援
す
る
た

め
、
町
職
員
の
派
遣
旅
費
９０

万
円
、
現
地
で
の
燃
料
代
１５

万
円
を
組
ん
だ
も
の
で
す
。
 

 

■
江
口
氏
を
再
任
同
意
 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
、

江
口
義
輝
氏
（
御
供
所
）
の

再
任
を
求
め
る
議
案
に
、
議

会
は
同
意
し
ま
し
た
。
 

江
口
氏
は
平
成
２３
年
9
月

３０
日
に
任
期
満
了
と
な
る
た

め
議
会
の
同
意
が
求
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
 

9
8
2
万
円
を
増
額
 

２３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

大槌町の被災現場＝5月7日撮影 
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問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

質疑あれこれ
6月議会の議案の中から、主な質疑を

要約してお知らせします。 

質疑あれこれ
大
口
町
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
継
承
事
業
基
金
の
条
例
を

廃
止
す
る
。
基
金
設
立
に
至

っ
た
経
緯
と
、
廃
止
の
理
由

は
何
か
。
 

こ
の
基
金
は
、
あ
い
ち

万
博
の
「
1
市
町
村
1
国
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
」
の
理

念
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
市

町
村
が
行
う
国
際
交
流
事
業

を
定
着
さ
せ
る
た
め
、
万
博

の
収
支
残
か
ら
交
付
さ
れ
た

も
の
。
大
口
町
は
1
1
9
6

万
8
0
0
0
円
の
交
付
を
受

け
た
。
 

条
例
で
は
基
金
の
事
業
対

象
年
度
は
、
平
成
１９
年
度
か

ら
２３
年
度
ま
で
と
さ
れ
て
い

た
が
、
２２
年
度
内
に
基
金
を

使
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
こ

の
条
例
を
廃
止
す
る
。
 

な
お
、
国
際
交
流
事
業
自

体
は
、
特
別
会
計
に
予
算
を

移
し
て
継
続
し
て
い
く
。
 

５０
周
年
記
念
事
業
で
啓

発
用
旗
を
作
成
す
る
。
具
体

的
な
事
業
内
容
は
決
ま
っ
て

き
た
か
。
 

具
体
的
な
事
業
は
決
ま

っ
て
い
な
い
。
7
月
号
の
広

報
で
５０
周
年
記
念
事
業
の
推

進
委
員
を
募
集
し
て
、
事
業

を
検
討
し
て
い
く
。
 

今
回
の
補
正
予
算
は
、
今

年
1
月
に
募
集
し
た
５０
周
年

記
念
事
業
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
啓
発

す
る
「
の
ぼ
り
旗
」
「
卓
上

旗
」
の
作
成
が
主
な
も
の
。
 

当
初
予
算
で
1
5
0
0

万
円
だ
っ
た
福
祉
医
療
費
の

職
員
給
与
費
が
、
今
回
の
補

正
で
1
7
0
0
万
円
追
加
さ

れ
て
い
る
。
 

倍
以
上
の
予
算
を
増
額
す

る
理
由
は
何
か
。
 

当
初
予
算
の
職
員
給
与

費
は
、
1
月
時
点
で
の
職
員

体
制
で
組
ん
で
い
る
。
今
回

の
増
加
は
、
4
月
1
日
の
人

事
異
動
で
福
祉
医
療
費
の
予

算
科
目
に
、
2
人
分
が
増
員

に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
 

 予
め
人
事
異
動
を
推
測

し
て
予
算
を
立
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。
 

推
測
し
て
予
算
を
立
て

て
も
、
結
果
的
に
ズ
レ
は
生

じ
る
。
一
部
で
も
ズ
レ
が
あ

れ
ば
、
や
は
り
補
正
予
算
を

組
む
こ
と
に
な
る
。
 

消
防
団
員
の
退
職
報
償

金
は
、
な
ぜ
6
月
議
会
の
補

正
予
算
に
な
る
の
か
。
年
度

末
に
退
団
な
ら
、
も
っ
と
早

く
支
払
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。
 

団
員
の
退
職
人
数
が
確

定
し
て
か
ら
だ
と
、
6
月
の

補
正
予
算
に
な
る
。
過
去
に

は
見
込
み
で
当
初
予
算
を
立

て
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、

結
局
、
毎
年
補
正
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
近
年
で
は
、
退
職
人
数

が
確
定
し
て
か
ら
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。
 

団
員
に
は
そ
の
旨
伝
え
て

あ
る
。
 

国
際
交
流
は
継
続
 

国際交流事業で田植えを体験したナイジェリアの人たち 
＝6月19日、「河北エコ・リサイクルの会」が主催 

女性団員も小型ポンプ操法大会に出場 
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消
防
団
員

消
防
団
員
の
退
職
金

退
職
金
 

消
防
団
員
の
退
職
金
 

倍
以
上

倍
以
上
の
給
与
補
正

給
与
補
正
 

倍
以
上
の
給
与
補
正
 

５０
周
年
事
業

周
年
事
業
は
何
を
 

５０
周
年
事
業
は
何
を
 



問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

橋
の
名
前
を
記
し
た
橋

名
板
が
盗
難
に
遭
っ
た
た
め
、

新
た
に
取
り
付
け
る
費
用
と

し
て
1
1
0
万
円
計
上
す
る
。

当
初
予
算
５０
万
円
と
の
兼
ね

合
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

当
初
予
算
の
５０
万
円
は
、

当
て
逃
げ
な
ど
で
橋
が
危
険

な
状
態
に
な
っ
た
場
合
の
緊

急
処
置
的
な
予
算
。
そ
の
た

め
、
こ
の
５０
万
円
は
使
わ
な

い
。
1
1
0
万
円
の
補
正
は
、

橋
名
板
１９
枚
を
復
旧
す
る
た

め
の
予
算
で
あ
る
。
 

設
置
す
る
際
は
ネ
ジ
山
を

つ
ぶ
す
な
ど
、
盗
難
に
遭
わ

な
い
よ
う
工
夫
す
る
。
 

 金
属
製
だ
か
ら
盗
ま
れ

る
。
別
の
素
材
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。
 

一
度
検
討
し
て
み
る
。
 

財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
か
ら
も
ら
え
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
助
成

金
4
9
0
万
円
は
、
ど
う
い

う
事
業
が
対
象
に
な
る
の
か
。
 

こ
の
助
成
金
は
、
住
民

が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
の
促
進
を
図
り
、

地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自

治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

今
年
度
は
上
小
口
区
と
中

小
口
区
を
対
象
に
、
ア
ル
ミ

製
の
や
ぐ
ら
、
テ
ン
ト
、
地

デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。
 

※
今
年
度
は
上
小
口
区
の
み
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
 

橋
名
板
が
１９
枚
盗
難
 

P
C
B
保
管
庫
新
築
工

事
な
ど
、
こ
れ
に
関
連
す
る

予
算
の
説
明
を
。
 

補
正
額
3
6
0
万
円
の

内
訳
は
①
P
C
B
含
有
量
の

測
定
②
機
器
の
移
設
③
保
管

庫
の
新
築
工
事
―
で
あ
る
。
 

①
は
、
中
央
公
民
館
南
側

の
保
管
庫
で
既
に
保
管
し
て

い
る
P
C
B
含
有
機
器
の
含

有
量
を
調
査
す
る
費
用
。
規

定
値
以
上
な
ら
日
本
環
境
安

全
事
業
㈱
で
、
規
定
値
未
満

な
ら
産
廃
業
者
で
処
分
す
る

こ
と
に
な
る
。
 

②
は
、
大
口
中
学
校
、
旧

北
小
学
校
に
一
時
的
に
保
管

し
て
あ
る
P
C
B
含
有
機
器

（
変
圧
器
・
コ
ン
デ
ン
サ
ー
）

を
新
築
す
る
保
管
庫
に
移
設

す
る
費
用
。
 

③
は
、
既
存
保
管
庫
の
隣

に
保
管
庫
を
新
築
す
る
費
用
。
 

 保
管
庫
の
耐
震
・
耐
火

基
準
は
。
 

保
管
庫
に
は
、
そ
こ
ま

で
の
基
準
は
定
め
ら
れ
て
い

な
い
。
 

地
震
等
で
P
C
B
が
破
損

し
、
漏
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
保
管
す
る
と
き
は
配

列
な
ど
積
み
重
ね
に
注
意
す

る
。
 

自
動
車
関
連
業
界
の
土

日
操
業
で
、
小
学
校
の
運
動

会
な
ど
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

保
育
園
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
は
開
設
す
る
の
か
。
 

学
校
行
事
の
日
程
変
更

は
考
え
て
い
な
い
。
 

保
育
園
・
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
は
、
土
日
も
開
設
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
 

※
7
月
か
ら
9
月
ま
で
実
施
 

P
C
B
保
管
庫
を
新
築
 

土日保育等の実施要件 
○対象者は、電力需給対策で就業日が変
更になった家庭の児童に限定 
○この休日保育は平日保育の振替なので、
木・金曜日が休日なら、その日は家庭
での保育が条件 
○申し込み時に、土日操業の旨を明記し
た就労証明書の提出が必要 

質疑あれこれ

新田（あらた）橋の欄干に残った橋名板の台座。県管理分を合わ
せると、大口町内で7橋が「名無しの権兵衛」橋に？ 

中央公民館南側の保管庫 

らん かん 

PCB（ポリ塩化ビフェニル） 
電気機器の絶縁油、熱交換機器の熱媒
体などに広く使われたが、生体に蓄積
される有害物質のため現在使用が禁止
されている。 
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
金

助
成
金
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
金
 

土
日
操
業
操
業
の
休
日
保
育
保
育
 

土
日
操
業
の
休
日
保
育
 



6月定例会では 
7人が一般質問 町政を問う 町政を問う 

一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

災
害
時
の
速
や
か
な
対
応
に 

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を 

部
長 

使
い
勝
手
を
比
較
す
る 

妊
娠
し
て
も
流
産

を
繰
り
返
す
不
育

症
は
、
検
査
や
治
療
の
内
容

に
よ
っ
て
保
険
が
適
用
外
だ
。

検
査
や
治
療
で
８５
％
も
の
人

が
出
産
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
費
用
が
高
額
で
、

治
療
を
続
け
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
。
 

①
少
子
化
対
策
の
観
点
か

ら
、
公
費
に
よ
る
経
済
的
支

援
を
。
 

②
不
育
症
検
査
の
受
診
を

促
進
さ
せ
る
情
報
提
供
を
。
 

③
相
談
窓
口
の
設
置
は
。
 

①
不
育

症
の
病

態
は
多
様
で
、
さ
ら
に
病
態

ご
と
の
治
療
方
針
が
今
の
と

こ
ろ
一
定
し
て
い
な
い
。
胎

児
異
常
が
重
な
っ
た
だ
け
の

偶
発
的
な
症
例
も
、
流
産
の

原
因
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
、
国
の
動
向
、
治

療
方
法
の
確
立
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。
 

②
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
掲
載
し
、
周
知
を
図
る
。
 

③
保
健
セ
ン
タ
ー
が
相
談

窓
口
。
専
門
的
な
相
談
は
、

専
門
医
を
紹
介
し
た
い
。
 

東
日
本
大
震
災
を

教
訓
に
、
災
害
対

策
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が

必
要
。
 

①
避
難
所
と
な
る
学
校
施

設
の
防
災
機
能
の
向
上
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
考
え
は
あ

る
か
。
 

②
文
科
省
・
国
交
省
等
の

補
助
金
が
活
用
で
き
る
。
体

育
館
に
テ
レ
ビ
を
置
い
た
り
、

食
料
等
を
保
管
す
る
備
蓄
倉

庫
を
設
置
し
た
り
す
る
な
ど
、

避
難
所
の
機
能
が
向
上
す
る

取
り
組
み
は
。
 

③
大
規
模
地
震
に
備
え
て
、

行
政
機
能
を
維
持
で
き
る
よ

う
「
事
業
継
続
計
画
」
の
策

定
を
。
 

④
災
害
時
の
危
機
管
理
に

役
立
つ
「
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
」
の
導
入
を
。
 ①

行
政

が
す
べ

て
を
準
備
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
ま
ず
は
避
難
所
を
開
設

す
る
基
本
的
な
部
分
か
ら
整

備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
 

　
②
今
回
の
大
震
災
を
受
け
、

防
災
体
制
を
見
直
し
た
い
。

防
災
の
基
本
的
な
部
分
か
ら

再
検
討
を
行
い
、
地
域
で
助

け
合
え
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
必
要

な
資
機
材
を
整
備
し
て
い
く
。
 

　
③
計
画
の
重
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。
今
後
、
国
が
作

成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
参

考
に
、
関
係
各
課
に
、
行
動

計
画
や
具
体
的
な
復
旧
手
順

等
を
ま
と
め
た
計
画
作
成
を

依
頼
し
て
い
く
。
 

　
④
日
ご
ろ
職
員
が
使
い
慣

れ
て
い
る
「
エ
ク
セ
ル
」
「
ワ

ー
ド
」
な
ど
の
ソ
フ
ト
と
使

い
勝
手
を
比
較
し
て
、
検
討

し
た
い
。
 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

柘
植 

不育症治療に公費支援を 
部長 国の動向・治療の確立を注視 

柘植　満  
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福祉避難所の充実を 
部長 何が必要かを再度見直したい 

国
保
加
入
者
約
3
 

0
0
0
世
帯
の
う

ち
6
1
3
世
帯
が
滞
納
に
な

っ
て
い
る
。
経
済
情
勢
を
鑑

み
る
と
今
年
度
の
税
率
改
正

は
時
期
尚
早
。
さ
ら
に
滞
納

世
帯
が
増
え
る
可
能
性
が
あ

る
。
 

実
態
を
調
査
し
て
、
現
状

に
即
し
た
保
険
税
を
。
 

２３
年
度

の
税
率

改
正
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

支
援
金
分
が
1
人
当
た
り

2
5
0
0
円
、
介
護
納
付
金

分
が
約
2
1
0
0
円
増
額
す

る
た
め
に
行
っ
た
も
の
。
増

額
に
よ
る
不
足
の
半
分
は
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

て
い
る
。
 

ま
た
、
医
療
給
付
費
の
増

加
分
は
税
率
を
改
正
せ
ず
、

限
度
額
の
引
き
上
げ
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
で
予

算
を
組
ん
で
お
り
、
低
所
得

者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

る
。
 

２３
年
度
以
降
も
依
然
厳
し

い
国
保
運
営
が
続
く
。
適
正

受
診
の
啓
発
な
ど
医
療
費
の

抑
制
と
と
も
に
、
納
税
相
談

に
よ
る
収
納
率
の
向
上
、
国

か
ら
の
交
付
金
確
保
に
も
継

続
し
て
努
力
し
た
い
。
 

減
免
や
軽
減
制
度

の
活
用
で
、
滞
納

が
減
る
よ
う
努
力
を
お
願
い

し
た
い
。
 

災
害
時
に
お
け
る

要
援
護
者
の
た
め

の
避
難
施
設
「
福
祉
避
難
所
」

の
一
つ
と
し
て
、
ハ
ー
ト
フ

ル
大
口
と
協
定
を
締
結
し
て

い
る
。
し
か
し
、
ハ
ー
ト
フ

ル
大
口
に
は
宿
泊
設
備
が
な

い
。
施
設
に
介
護
用
ベ
ッ
ド

の
用
意
を
。
ま
た
、
避
難
所

で
も
簡
易
ベ
ッ
ド
や
車
い
す

な
ど
の
充
実
を
。
 

ハ
ー
ト

フ
ル
大

口
は
身
体
・
知
的
・
精
神
の

3
障
が
い
者
の
通
所
施
設
な

の
で
、
ベ
ッ
ド
等
の
宿
泊
設

備
は
な
い
。
施
設
の
指
導
員

が
対
応
す
れ
ば
安
心
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
、
協
定
を
お

願
い
し
て
い
る
。
 

行
政
で
す
べ
て
を
用
意
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
必
要
な

資
機
材
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

で
用
意
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

被
災
地
支
援
の
取
り
組
み

を
も
と
に
、
再
度
見
直
し
た

い
。
 

現
在
は
三
つ
の
施

設
と
協
定
を
結
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ

け
で
は
収
容
し
き
れ
な
い
。

一
期
一
会
荘
な
ど
他
の
施
設

に
も
協
定
先
を
増
や
し
て
は

ど
う
か
。
 

今
後
の

見
直
し

の
中
で
、
要
援
護
者
の
避
難

先
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
 

高
す
ぎ
る
国
保
税
を
下
げ
よ 

部
長 
基
金
取
り
崩
し
で
負
担
を
軽
減
さ
せ
た 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

江幡満世志  

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

白布で間仕切りされた避難所＝大槌高等学校体育館 

か
ん
が
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一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

中
学
校
は
、
1
年

生
、
小
学
校
は
、

1
、
2
年
生
が
３５
人
学
級
を

実
施
し
て
い
る
。
 

先
生
が
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
た
ち
の
目
を
見
な
が
ら

授
業
が
で
き
る
に
は
、
子
ど

も
の
数
が
少
な
い
方
が
教
え

や
す
い
し
、
教
え
が
い
も
あ

る
。
決
し
て
競
争
に
よ
っ
て

学
力
が
向
上
し
て
い
く
と
は

思
え
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意

味
か
ら
、
小
中
学
校
と
も
全

学
年
３５
人
学
級
に
な
ら
な
い

か
。
 

数
が
少
な
け
れ
ば

効
果
も
上
が
る
と

思
う
が
、
す
べ
て
今
の
競
争

を
否
定
す
る
と
い
う
考
え
方

で
は
な
い
の
で
、
町
独
自
に

対
応
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
 

県
に
対
し
て
全
学

年
に
広
げ
て
ほ
し

い
と
い
う
要
請
は
町
と
し
て

で
き
な
い
か
。
 

３５
人
と
４０
人
を

比
較
し
た
と
き

に
は
、
当
然
担
任
一
人
当
た

り
の
子
ど
も
へ
の
手
を
か
け

る
時
間
が
増
え
る
。
現
場
の

指
導
で
不
備
が
生
じ
る
か
も

し
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
 

国
は
、
要
支
援
1
・

2
と
一
部
の
自
立

と
認
定
さ
れ
た
人
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
、
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
置

き
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
総
合

事
業
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
自

治
体
任
せ
で
、
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
が
心
配
さ
れ
る
。
 

そ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ

う
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

平
成
２３

年
2
月

に
開
催
さ
れ
た
全
国
介
護
保

険
担
当
課
長
会
議
の
資
料
に
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
制
度
概
要
が
示

さ
れ
た
が
、
要
支
援
の
人
が

こ
れ
ま
で
受
け
て
い
た
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

と
は
考
え
て
い
な
い
。
 

引
き
続
き
制
度
内
容
の
把

握
に
努
め
、
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
の
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

教
育
長 

吉
田 

吉
田 

町
長 全

学
年
３５
人
学
級
の
実
現
を 

町
長 

町
独
自
に
対
応
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い 

吉田　正  

軽度者を切り捨てるな 
部長 改正後にそうなるとは思わない 

介護保険サービス 

介護予防・日常生活支援総合事業 
介護予防サービスや配食・見守り
といった日常生活支援サービスを
総合的に実施できる事業。 
事業の導入は市町村の判断に委ね
られる。 
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五
条
川
の
桜
に
取

り
付
け
ら
れ
た
「
ぼ

ん
ぼ
り
」
が
割
ら
れ
た
。
ま

た
、
国
道
４１
号
を
く
ぐ
る
ト

ン
ネ
ル
は
見
通
し
が
悪
く
、

時
々
い
た
ず
ら
が
発
生
す
る
。

先
月
も
ガ
ラ
ス
瓶
が
十
数
個

割
ら
れ
て
い
た
。
監
視
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
、
事
件
を
抑

止
せ
よ
。
 

映
像
を

記
録
し

て
も
、
そ
の
場
で
取
り
締
ま

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
犯
人

捜
し
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
つ
く
ら
な
い
社
会
を
目

指
す
べ
き
だ
。
 

町
内
に
は
児
童
の
下
校
時

間
に
合
わ
せ
た
下
校
時
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
、
行
政
区
に
は
、

1
団
体
以
上
の
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
が
組
織
さ
れ
て
い
る
の
で
、

犯
罪
な
ど
の
情
報
を
迅
速
に

伝
え
、
犯
罪
抑
止
に
つ
な
げ

た
い
。
 

二
ツ
屋
公
園
の
隣

に
、
お
ち
ょ
ぼ
稲

荷
が
あ
る
。
年
末
年
始
に
は

近
隣
市
町
か
ら
も
大
勢
の
方

が
お
参
り
を
さ
れ
る
。
 

お
ち
ょ
ぼ
稲
荷
に
は
ト
イ

レ
が
な
い
の
で
、
隣
接
す
る

二
ツ
屋
公
園
の
ト
イ
レ
を
使

う
こ
と
に
な
る
が
、
い
ま
だ

に
汲
み
取
り
式
だ
。
一
日
も

早
く
水
洗
ト
イ
レ
に
で
き
な

い
か
。
 

下
水
道
管
が

前
面
道
路
ま

で
来
て
い
な
い
の
で
、
お
よ

そ
８０
メ
ー
ト
ル
も
の
距
離
を

延
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
。
 

仮
に
接
続
す
る
と
し
て
も

区
域
外
流
入
と
な
る
た
め
、

他
の
下
水
道
整
備
計
画
に
あ

わ
せ
て
整
備
を
考
え
た
い
。
 

通
学
路

通
学
路
に
防
犯
防
犯
の
監
視
監
視
カ
メ
ラ
を 

部
長
部
長 
地
区
地
区
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
で
犯
罪
抑
止

犯
罪
抑
止
を 

通
学
路
に
防
犯
の
監
視
カ
メ
ラ
を 

部
長 
地
区
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
で
犯
罪
抑
止
を 

宮
田 

宮
田 

地
域
協
働
部
長 宮田和美  

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

汲み取りトイレを水洗に 
部長 下水道整備計画の中で検討したい 

二ツ屋公園 

建
設
部
長 

そ
の
他
の
質
問
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園
に

剪
定
枝
の
チ
ッ
プ
を
。
 

実
験
を
行
い
、
一
定
の

効
果
が
確
認
さ
れ
た
。
火

災
等
の
危
険
性
な
ど
も
検

討
し
、
利
用
し
て
い
き
た

い
。
 

国道41号を横断するトンネル。車が通ることはないので交
通事故の心配はないが、人通りが少ないので大人でも1人は
ちょっと不安 

躊躇なく、使用できますか？ 
ちゅう ちょ 
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一
　
般 

質
　
問 

齊

木

一

三

 

昨
今
は
消
防
団
員

の
な
り
手
が
少
な

く
、
地
区
の
自
主
防
災
組
織

の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

地
区
の
役
員
が
自
主
防
災
組

織
の
役
員
を
兼
務
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
単
年
度
で

交
代
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
 

団
塊
の
世
代
が
退
職
を
迎

え
、
第
二
の
人
生
を
送
っ
て

い
る
。
地
元
の
消
防
団
を
補

佐
し
、
自
主
防
災
会
組
織
に

お
い
て
も
中
心
的
役
割
を
果

た
し
、
か
つ
継
続
的
に
務
め

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
新
た

な
組
織
を
立
ち
上
げ
る
考
え

は
な
い
か
。
 

団
塊
の

世
代
の

方
は
、
地
域
の
安
心
・
安
全

の
た
め
、
余
野
地
区
の
余
防

隊
や
、
下
小
口
地
区
の
親
話

会
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
た
り
、
地
区
の
役
員
で
結

成
さ
れ
る
自
主
防
災
会
の
委

員
に
加
わ
っ
た
り
し
て
い
る
。
 

複
数
年
活
動
し
て
も
ら
え

る
組
織
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、

行
政
主
導
の
組
織
で
は
な
く
、

地
区
の
実
情
に
合
っ
た
体
制

を
、
地
域
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
。
 

各
地
区
に
設
置
さ

れ
て
い
る
簡
易
消

火
栓
を
移
設
す
る
場
合
に
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
。
こ

の
費
用
を
地
区
に
交
付
さ
れ

る
一
括
交
付
金
で
賄
う
こ
と

は
、
地
区
に
と
っ
て
大
変
な

負
担
で
あ
る
。
 

多
額
な
自
主
防
災
設
備
等

は
町
で
負
担
し
て
ほ
し
い
。
 

以
前
は

補
助
金

と
し
て
、
町
が
3
分
の
2
を

負
担
し
て
い
た
。
現
在
は
補

助
金
を
一
本
化
し
、
行
政
区

に
、
そ
の
権
限
と
財
源
を
移

譲
し
て
い
る
。
 

住
民
主
体
に
よ
る
取
り
組

み
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、

各
行
政
区
で
優
先
順
位
を
判

断
し
て
、
必
要
な
整
備
を
行

っ
て
ほ
し
い
。
 

齊
木 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

齊
木 

簡
易
消
火
栓
の
移
設
は
町
で 

部
長 

各
行
政
区
で
整
備
を 

齊木一三  

団塊世代中心の新組織を 
部長 地域の実情に合わせて考えたい 

地域防災 

そ
の
他
の
質
問
 

放
置
自
転
車
の
通
報
は
、

ど
の
課
に
。
 

放
置
場
所
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
た
が
、
今
後
は

受
付
窓
口
を
建
設
農
政
課

に
一
本
化
す
る
。
 

民地内にある簡易消火栓 
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保
護
者
か
ら
出
さ

れ
る
通
学
路
危
険

個
所
改
善
要
望
は
、
ど
の
よ

う
に
町
へ
伝
え
ら
れ
て
い
る

か
。
 

ま
た
、
過
去
3
年
間
に
改

善
さ
れ
た
要
望
は
何
件
あ
る

の
か
。
 

P
T
A

の
役
員

が
精
査
・
集
約
し
た
も
の
が
、

各
学
校
と
し
て
の
要
望
書
と

な
る
。
こ
の
要
望
書
が
学
校

教
育
課
に
提
出
さ
れ
る
と
、

学
校
教
育
課
で
は
現
地
確
認

を
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

所
管
部
署
に
要
望
事
項
を
送

付
し
て
い
る
。
 

要
望
件
数
６３
件
の
う
ち
実

現
し
た
も
の
は
、
１５
件
で
あ

る
。
 

そ
の
う
ち
、
通
学

路
の
安
全
確
保
の

た
め
の
道
路
整
備
事
業
は
、

何
件
で
い
く
ら
だ
っ
た
か
。
 

２０
年
度
は
ゼ

ロ
、
２１
年
度

は
1
件
で
約
4
4
4
0
万
円
。

２２
年
度
も
1
件
で
約
1
4
6
 

0
万
円
。
 

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
な
ど
の
道

路
維
持
管
理
事
業
も
含
め
る

と
、
工
事
件
数
・
金
額
と
も
、

も
っ
と
多
か
っ
た
。
 

改
善
要
望
に
は
白

線
の
引
き
直
し
が

多
か
っ
た
。
通
学
路
だ
け
で

も
白
線
を
引
き
直
す
と
す
る

と
、
い
く
ら
掛
か
る
の
か
。
 

外
側
線
を
引

い
て
4
メ
ー

ト
ル
以
上
の
車
道
幅
が
確
保

で
き
る
道
路
を
原
則
と
し
て

い
る
。
そ
の
基
準
で
町
道
部

分
に
限
定
す
る
と
、
す
べ
て

引
き
直
し
を
含
め
て
、
工
事

は
約
3
2
0
万
円
に
な
る
。
 

「
通
学
路
で
あ
る

こ
と
が
、
は
っ
き

り
分
か
る
看
板
を
設
置
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
も
多

か
っ
た
。
 

地
域
内
を
見
て
回
っ
た
ら
、

高
さ
2
・
5
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

い
の
ポ
ー
ル
に
、
「
通
学
路
」

と
書
か
れ
た
直
径
３０
セ
ン
チ

ぐ
ら
い
の
鉄
板
の
も
の
が
多

か
っ
た
。
 

設
置
後
、
相
当
の
年
数
が

経
過
し
て
い
る
ら
し
く
、
色

も
あ
せ
、
ポ
ー
ル
も
さ
び
て

い
た
。
目
に
つ
き
や
す
い
看

板
に
替
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
 

「
通
学

路
」
の

看
板
に
つ
い
て
は
、
特
に
車

両
な
ど
に
認
識
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
場
所
に
設
置
し
て
お

り
、
今
後
も
必
要
な
場
所
で

あ
れ
ば
整
備
し
て
い
く
。
 

飛
び
出
し
注
意
な
ど
の
看

板
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
場

所
に
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。
 

土
田 

土
田 

土
田 

土
田 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

土田　進  

一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

 

建
設
部
長 
建
設
部
長 

足元のところどころに白線の名残が… 

ペンキが薄れてしまってよく見えないが 
「通学路」と書いてあるようだ 

通
学
路
危
険
個
所 

改
善
要
望
は
実
現
し
て
い
る
か
 

部
長 

６３
件
中
、１５
件
は
実
現 
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一
般
質
問
の
通
告
後
、

委
員
会
協
議
会
に
お

い
て
、
輪
番
制
に
伴
う
休
日

保
育
の
対
応
方
針
が
示
さ
れ

た
。
ま
ず
は
迅
速
な
対
応
に

感
謝
す
る
。
 

①
保
護
者
へ
の
通
知
等
の

日
程
は
。
 

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

開
設
は
午
前
8
時
３０
分
か
ら
。

も
っ
と
早
い
時
間
か
ら
開
設

で
き
な
い
か
。
 

 

①
既
に

6
月
２４

日
ま
で
を
期
限
と
し
て
、
申

込
書
を
受
け
付
け
て
い
る
。
 

②
職
員
は
時
間
前
に
は
来

て
い
る
の
で
、
若
干
の
こ
と

は
対
応
可
能
。
現
状
、
8
時

半
で
対
応
で
き
て
い
る
。
 

今
回
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
、

元
々
土
日
に
働
い
て

い
る
人
の
保
育
ニ
ー
ズ
も
把

握
で
き
た
の
で
は
。
将
来
的

に
、
休
日
保
育
を
行
う
か
ど

う
か
必
要
性
と
課
題
を
整
理

し
、
今
後
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
 

今
回
の

希
望
者

は
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
日
曜
だ
け
が
1
人
、
土
日

が
１４
人
。
保
育
園
は
、
土
曜

日
だ
け
が
4
人
、
日
曜
日
だ

け
は
ゼ
ロ
、
土
日
が
２５
人
。
 

こ
の
先
の
検
討
事
項
と
し

て
、
こ
の
数
字
が
妥
当
か
ど

う
か
ま
で
は
判
断
で
き
な
い

が
、
認
識
は
生
ま
れ
た
と
思

っ
て
い
る
。
 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
小
学
1
〜
3
年
生

が
対
象
だ
が
、
4
年
生
以
上

も
対
象
と
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
 

①
大
口
町
で
も
ニ
ー
ズ
は

あ
る
と
思
う
。
調
査
等
は
行

っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。
 

②
4
年
生
以
上
も
対
象
に

し
て
は
。
 

③
早
朝
・
延
長
保
育
を
利

用
し
た
場
合
の
保
育
園
の
開

園
時
間
と
比
較
す
る
と
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
時

間
は
短
い
。
 

今
年
度
に
開
設
時
間
の
拡

大
な
ど
を
見
直
す
計
画
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
そ
の
概
要
は
。
 

①
調
査

は
し
て

い
な
い
。
 

②
現
状
、
学
年
が
上
が
る

に
つ
れ
、
利
用
者
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。
原
則
1
〜
3
年

生
ま
で
だ
が
、
健
全
育
成
指

導
を
要
す
る
児
童
に
つ
い
て

は
、
定
員
に
余
裕
が
あ
る
限

り
利
用
可
能
。
 

ニ
ー
ズ
調
査
は
検
討
課
題

と
し
た
い
。
 

③
現
状
の
運
営
に
問
題
が

あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い

が
、
行
政
経
営
計
画
書
で
掲

げ
た
と
お
り
、
検
討
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

岡 

岡 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

岡 
岡　孝夫  

そ
の
他
の
質
問
 

正
午
の
役
場
サ
イ
レ
ン

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
下
げ
ら

れ
な
い
か
。
 

ボ
リ
ュ
ー
ム
は
下
げ
ら

れ
な
い
が
、
時
間
の
短
縮

は
可
能
。
 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

4
年
生
以
上
も
対
象
に
 

部
長 

ニ
ー
ズ
の
調
査
は
検
討 

児童と園児がいっしょに昼食。休日保育が始まりました。 
＝7月3日　中保育園にて 

休日保育の実施に向けて 
部長 既に申込みを受け付けている 

自動車関連企業等の土日操業（本年7～9月の電力需要対策） 
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①人事を尽くして天命を待つ 
気力・知力・体力のすべて
をもって事に当たる。結果
はついてくると信じています。 

 
 
 
 
 

②命とくらしを守る町づくりを信条に、防災対策、
福祉充実、経済対策と多くの課題に取り組み、
安心・安全で豊かな大口町を目指します。 

4月の選挙で、新たに議員となった方を紹介します。
質問項目は次の通り。 
①好きな言葉とその理由 
②議員になろうと思った理由、これから4年間ど
んなことに力を入れたいか 

①恕（じょ） 
「それは恕か、己の欲せざ
るところは、人に施すこと
勿れ。」 
今の時代こそ、孔子のこの
言葉を大切にしたい。 

 
 
 

②住みよいまちづくりのため、働きたいとの思い。
安全・安心な生活が送れる環境の整備と、未来
を担う子どもたちの教育の充実を重点に頑張っ
ていきますので、よろしくお願いします。 

①我以外皆我師也 
（われいがい　みなわがしなり） 
剣豪「宮本武蔵」の言葉で、
自分以外のすべてが自分の
先生であるという教え。常
に学ぶ姿勢を忘れず、目標
達成に向け努力し、日々成
長したい。 

 
②「この地に住んで本当に良かった」と思えるま
ちづくりを目標に、皆さんのご意見やご要望に
耳を傾け問題解決に当たります。また「プラス
思考と一歩前進」をモットーに、教育（人材育
成）・福祉・環境等を中心に、地域や大口町の
ため、力いっぱい頑張っていきたいと思います。 

①一期一会 
一生に一度しか会えない人
かもしれない・・ 
今こそ、誠心誠意、最高の
自分で向き合っておけば、
再び縁があって出会うかも
しれない。 

 
 

②区長やまちづくりを考える会委員などで頂いた
地域や時の課題の解決に真剣に取り組みます。
皆様のご指導を頂き、地域の活力があり、ふれ
あいと思いやりのある大口町を未来に届けるた
め誠心誠意頑張りますので、今後ともよろしく
お願いします。 

江幡満世志  
（1番議席） 

え ばた みつ よ し 

前田新生  
（5番議席） 

まえ だ しん せい 

大島保憲  
（6番議席） 

おお しま やす のり 

伊藤　浩  
（4番議席） 

い とう ひろし 

丹羽　孝  
（7番議席） 

たかし に わ 

①ありがとう 
人の温もりが感じられる言
葉です。いつも素直に感謝
の気持を言えるように、た
った5文字ですが常に心の
中に持っていたい。 

 
 
 
②生まれ育った町をより住みやすく、地域の声を
町政に伝える橋渡しがしたいと思った。大口町
をもっともっと良い町にするため、慎重かつ大
胆に問題の解決に全力を傾注していきます。未
熟ではありますが有言実行がんばります。よろ
しくお願いします。 
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

皆さん議会傍聴に

来てください
皆さん議会傍聴に

来てください
皆さん議会傍聴に

来てください
9月定例会予定 

手続き簡単 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 

倉
知
敏
美 

 

酒
井 

治 

宮
田
和
美 

吉
田
　
正 

丹
羽
　
孝 

岡
　
孝
夫 

土
田
　
進 

発
行
責
任
者 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

▼大竹春子さん（87歳、河北） 

仙田清子さん（86歳、河北）▲ 

生きがいは畑仕事 生きがいは畑仕事 

会議録をご覧ください 
　町議会の会議録をインターネット

で公開しています。町のホームペ

ージ内に掲載していますので、ぜ

ひご覧ください。 

大口町議会 検索 

9月 1日（木）　提案説明 
9月 6日（火）　質疑 
9月 7日（水）　質疑・委員会付託 
9月 9日（金）　総務建設常任委員会 
9月12日（月）　文教福祉常任委員会 
9月14日（水）　一般質問 
9月15日（木）　一般質問 
9月20日（火）　討論・採決 

表紙の写真 
町内4保育園が合同で田植
えを行いました。こんな大き
な場所で“泥遊び”ができる
とあって最初は戸惑い気味の
子どもたちでしたが、教えて
もらった通り、上手に苗を植
えました＝6月13日、役場前
の田んぼ 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
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「まず外へ出ること。家の中に閉じこもって
おってはあかん。外へ出て体を動かすこと」「何
でもええに楽しみを見つけて、目標を持つこと」
「皆と話をすること」 
　お元気の秘訣は何ですかの質問に、次々と
日頃の心がけを話された大竹さんと仙田さん。
お二人とも今でも自転車に乗られ、畑やお使い、
グランドゴルフにも出掛けられます。地域の
バス旅行があると、お二人一緒に仲良く参加
されます。 
「どうせ生きているなら、楽しく生きたい」
と言われた言葉がとても印象的で、今は「朝
飯前の畑仕事」が楽しみの一つだそうです。 
 
取材を終えて 
　現代の我々は楽に慣れ、自動車がなく
ては生活ができません。しかし今回のイ
ンタビューで、自然に感謝して、体を動
かす喜びを感じること、前向きの気持ち
を持つことの大切さを、今更ながら教え
られました。 
　少しでもお手本にしていきたいと感じ
ました。　　　　　　　　　　（宮田和美） 
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議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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今でも自転車に乗って畑に出かけら
れるという元気な仲良しおばあさん
大竹春子さんと仙田清子さんを紹介
します。 
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